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ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　
古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

㈯

図書館には、調べ
物をするための資
料がたくさんあり
ますが、これはそ
の代表のひとつ
です。数字から日
本がわかるデータ
ブックの最新版。

矢野恒太記念会
日本国勢図会2013/14

かんの ゆうこ／作 講談社

ノーベル平和賞で世の中がわかる

はりねずみのルーチカ

ルーチカは、もぐら
のソルといっしょに、
赤すぐりの実を摘
みに森へやってきま
した。そこでふたり
は不思議な少年に
出会いますが･･･。

おいしいよ！はじめてつくるかんこくりょうり

お隣の国・韓国には、
簡単にできておいし
い料理がいっぱい。
食べたいなと思った
ら、おうちの人といっ
しょに作ってみてね。

ペ ヨンヒ／文 チョン・ユジョン／絵
かみや にじ／訳 福音館書店

池上 彰／著 マガジンハウス

※図書館は月末日を除き、日曜・祝日
　も平常どおり開館しています。
※野々上東ブックステーションは3月
　末日をもって閉館しました。

子どもたちや高齢者の方に、楽しいおはな
しを届けるボランティアの入門講座です。

日時　1/24、2/14、2/28、3/14、3/28の
         各木曜日(10：00～12:00)
場所　中央図書館　会議室
講師　岸下　良子氏
　　（おはなしボランティアはびきの）
定員　１５人（先着順）
　参加ご希望の方は１月２２日（火）までに、
中央図書館へ電話またはご来館の上、お申
し込みください。

開館時間…10:00～18:00(※中央図書館は10:00～20:00)

丹比図書館 18：30 『大型紙芝居など』

チッチとサリー
の永遠の片思い
のおはなし『小さ
な恋のものがた
り』。その作者が
つづる、自身と作
品についてのエ
ッセイ集です。

みつはし ちかこ／著  
イースト・プレス

ひとりぼっちの幸せ

7月  7日㈰    陵南の森図書館 14：00
7月10日㈬    東部図書館       10：30
7月13日㈯    羽曳が丘図書館 15：00
7月14日㈰    陵南の森図書館 14：00
7月20日㈯    陵南の森図書館 15：00
7月20日㈯ 　古市図書館       15：00
7月21日㈰    陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 
                  11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
7月27日㈯    羽曳が丘図書館 15：00
7月28日㈰    陵南の森図書館 14：00
7月7日㈰、14日㈰、21日㈰、28日㈰
                  中央図書館       13:30

夏休みおはなし大会

講師　おはなしの森の皆さん
日時　5月27日・6月3日・10日・24日㈪10:00～　
　　　12:00（４回の連続講座のため、全て参加ください）
場所　ＬＩＣはびきの　２階　中会議室Ｂ
定員　20人（先着順・定員になりしだい締め切り）
申込　中央図書館にて受付（電話可）
主催　羽曳野市立図書館、羽曳野市子ども文庫連絡会

★中央図書館、東部図書館、丹比図書館の休館
　5月20日㈪～5月24日㈮、5月30日㈭～31日㈮　
★陵南の森図書館、羽曳が丘図書館の休館
　5月25日㈯～５月31日㈮　
★古市図書館、ブックステーションはびきのコロセアムの休館
　5月30日㈭～31日㈮

七夕まつり
日時　7月6日㈯ 18:30～ 場所　丹治はやプラザ

　みんなが知っている楽しいおはなしのほか、
こわ～いおはなしも登場します。

日時　8月3日㈯　①14:00～　②15:00～
場所　ＬＩＣはびきの２階　中会議室
主催　おはなしの森、市立図書館

サラダボール
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